
 

 

2018年６月 24日 

建交労神奈川県南支部 

2018 年夏季闘争 
推進ニュース㉜通算 71 
発行責任者 佐藤 章 

 

安倍政権の暴走をもうこれ以上は許さない  

初参加者も含め川崎駅前の宣伝行動実施！  
神奈川県南支部による６月のＪＲ川崎駅前での宣伝・署名行動は 23 日㈯に行いま

した。今回は支部執行委員に加えて中日臨海バス分会の河原田書記長が初めて行動に

参加し 10 人での行動になりました。執行部ではこれが他の分会にも刺激となって支

部執行委員以外の参加者が増えていくことを期

待しています。なお、この日集約した署名は９

条改憲ＮＯ！１筆、核兵器廃絶を求める国際署

名は２筆と低調でした。 

次回の定例宣伝・署名行動は 7 月 14 日㈯午

前 10時 30分頃からＪＲ川崎駅前で行いますの

で各分会からの積極的な参加をお願いします。 

写真は宣伝･署名行動に参加した県南支部の仲間 

 

 

 

6 月 23 日は、73 年前の太平洋戦争末期に、当時の日本政府・軍部の戦略によって

県民が壊滅的な犠牲を強いられた沖縄戦が終結した日で、戦没者を追悼する慰霊の日

式典が毎年行われています。今年の式典で中学３年生の相良倫子さんが平和への強い

思いを込めて朗読した自作の詩を別紙に紹介しました。辺野古新基地建設反対をはじ

め沖縄の仲間のたたかいに一層の連帯を強めましょう。式典に出席した安部首相は記

者会見を行い、米朝首脳会談によって対話による平和への道が開かれつつあるなかで

辺野古新基地建設の強行を明言し沖縄県民の感情を逆撫でして平然としていました。 

 

 

 

 

 

 神奈川県南支部では 6月 7日にスタートした味の素物流班の畠野由美子さんを運転

手に復職させる署名の集約がすすめられていますが、今後は全国の建交労や地域の仲

間からの集約もはじまります。多くの仲間の支援に応えるためにも味の素物流班を先

頭に全分会での集約を加速させましょう。 

辺野古新基地建設反対！沖縄の仲間に連帯しよう！ 

味の素物流班の畠野由美子さんを 

運転手に復職させる署名を推進しよう！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 住   所 サイン 

   

   

   

畠野由美子さんの運転手への復職を求める署名 

 

味の素物流株式会社（前関東エース物流(株)）のトラック運転手として約７年間勤務してき

た畠野由美子さんは、事故を起こしたことを理由に昨年（2017年）12月に運転手の仕事を降ろ

され、それまでまったく経験のない事務職に移されました。 

その結果、畠野さんの月額収入は約６万円も減少して生活が困窮しているとともに、元々は

トラック運転手を希望して採用された畠野さんが、慣れない事務職を約半年間も続けるなかで

ストレスが溜まり精神的にも追い詰められてきています。畠野さんは、こうした状況から開放

されるために一日も早く運転業務に戻りたいと願っています。 

会社が畠野さんをトラック運転手から下ろした理由とする「油漏れ事故」の背景には、昼食

休憩も取れない過酷な業務を強いられたことによる可能性が高く、また、帰宅途中の交通事故

は畠野さんの不注意が原因とは言え、法的な処罰もなく会社に損害はありませんでした。 

それまでの畠野さんは、関東エースのトラック運転手として何ら問題もなく業務を遂行して

きた真面目な従業員であり、今後もトラック運転手として会社に貢献できる人材です。 

私たちは、その畠野さんを一日も早くトラック運転手に復職させることを強く求めます。 

味の素株式会社 

代表取締役･取締役社長･最高経営責任者 

西井 孝明 様 

 

味の素物流株式会社 

代表取締役社長 

田中 宏幸 様 

わたくしは上記の目的に賛同して署名します。 

※この署名は、この目的以外では使用いたしません。 

 

 

 

取り扱い団体 

全日本建設交運一般労働組合（建交労） 神奈川県南支部 

〒169－0073 川崎市川崎区砂子２－８－１ シャンボール川崎砂子 706号 

２０１８年  月  日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
は
、
生
き
て
い
る
。 

マ
ン
ト
ル
の
熱
を
伝
え
る
大
地
を
踏
み
し
め
、 

心
地
よ
い
湿
気
を
孕
ん
だ
風
を
全
身
に
受
け
、 

草
の
匂
い
を
鼻
孔
に
感
じ
、 

遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
潮
騒
に
耳
を
傾
け
て
。 

 

私
は
今
、
生
き
て
い
る
。 

 

私
の
生
き
る
こ
の
島
は
、 

何
と
美
し
い
島
だ
ろ
う
。 

青
く
輝
く
海
、 

岩
に
打
ち
寄
せ
し
ぶ
き
を
上
げ
て
光
る
波
、 

山
羊
の
嘶
き
、 

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、 

畑
に
続
く
小
道
、 

萌
え
出
づ
る
山
の
緑
、 

優
し
い
三
線
の
響
き
、 

 

照
り
つ
け
る
太
陽
の
光
。 

 

私
は
な
ん
と
美
し
い
島
に
、 

生
ま
れ
育
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

あ
り
っ
た
け
の
私
の
感
覚
器
で
、
感
受
性
で
、 

島
を
感
じ
る
。
心
が
じ
わ
り
と
熱
く
な
る
。 

 

私
は
こ
の
瞬
間
を
、
生
き
て
い
る
。 

 

こ
の
瞬
間
の
素
晴
ら
し
さ
が 

こ
の
瞬
間
の
愛
お
し
さ
が 

今
と
言
う
安
ら
ぎ
と
な
り 

私
の
中
に
広
が
り
ゆ
く
。 

 

た
ま
ら
な
く
込
み
上
げ
る
こ
の
気
持
ち
を 

ど
う
表
現
し
よ
う
。 

大
切
な
今
よ 

か
け
が
え
の
な
い
今
よ 

 

私
の
生
き
る
、
こ
の
今
よ
。 

 

七
十
三
年
前
、 

私
の
愛
す
る
島
が
、
死
の
島
と
化
し
た
あ
の
日
。 

 

小
鳥
の
さ
え
ず
り
は
、
恐
怖
の
悲
鳴
と
変
わ
っ
た
。 

優
し
く
響
く
三
線
は
、
爆
撃
の
轟
に
消
え
た
。 

青
く
広
が
る
大
空
は
、
鉄
の
雨
に
見
え
な
く
な
っ
た
。
草
の

匂
い
は
死
臭
で
濁
り
、 

光
り
輝
い
て
い
た
海
の
水
面
は
、 

戦
艦
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。 

火
炎
放
射
器
か
ら
吹
き
出
す
炎
、
幼
子
の
泣
き
声
、 

燃
え
つ
く
さ
れ
た
民
家
、
火
薬
の
匂
い
。 

着
弾
に
揺
れ
る
大
地
。
血
に
染
ま
っ
た
海
。 

魑
魅
魍
魎
の
如
く
、
姿
を
変
え
た
人
々
。 

阿
鼻
叫
喚
の
壮
絶
な
戦
の
記
憶
。 

 

み
ん
な
、
生
き
て
い
た
の
だ
。 

私
と
何
も
変
わ
ら
な
い
、 

懸
命
に
生
き
る
命
だ
っ
た
の
だ
。 

彼
ら
の
人
生
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
を
。 

疑
う
こ
と
な
く
、
思
い
描
い
て
い
た
ん
だ
。 

家
族
が
い
て
、
仲
間
が
い
て
、
恋
人
が
い
た
。 

仕
事
が
あ
っ
た
。
生
き
が
い
が
あ
っ
た
。 

日
々
の
小
さ
な
幸
せ
を
喜
ん
だ
。
手
を
と
り
合
っ
て
生
き

て
き
た
、
私
と
同
じ
、
人
間
だ
っ
た
。 

そ
れ
な
の
に
。 

   

沖縄全戦没者追悼式で自作

の詩「生きる」を朗読する浦

添市立港川中学校３年生の

相良倫子さん（14） 

写真は時事通信より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壊
さ
れ
て
、
奪
わ
れ
た
。 

生
き
た
時
代
が
違
う
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
。 

無
辜
の
命
を
。
あ
た
り
前
に
生
き
て
い
た
、
あ
の
日
々
を
。

摩
文
仁
の
丘
。
眼
下
に
広
が
る
穏
や
か
な
海
。 

悲
し
く
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
の
島
の
全
て
。

 

私
は
手
を
強
く
握
り
、
誓
う
。 

奪
わ
れ
た
命
に
想
い
を
馳
せ
て
、 

心
か
ら
、
誓
う
。 

 

私
が
生
き
て
い
る
限
り
、 

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
命
を
犠
牲
に
し
た
戦
争
を
、
絶
対

に
許
さ
な
い
こ
と
を
。 

も
う
二
度
と
過
去
を
未
来
に
し
な
い
こ
と
。 

全
て
の
人
間
が
、
国
境
を
越
え
、
人
種
を
越
え
、 

宗
教
を
越
え
、
あ
ら
ゆ
る
利
害
を
越
え
て
、
平
和
で
あ
る
世

界
を
目
指
す
こ
と
。 

生
き
る
事
、
命
を
大
切
に
で
き
る
こ
と
を
、 

誰
か
ら
も
侵
さ
れ
な
い
世
界
を
創
る
こ
と
。 

平
和
を
創
造
す
る
努
力
を
、
厭
わ
な
い
こ
と
を
。 

 

あ
な
た
も
、
感
じ
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
島
の
美
し
さ
を
。 

   

あ
な
た
も
、
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
島
の
悲
し
み
を
。
そ
し
て
、
あ
な
た
も
、 

私
と
同
じ
こ
の
瞬
間
（
と
き
）
を 

 

一
緒
に
生
き
て
い
る
の
だ
。 

 

今
を
一
緒
に
、
生
き
て
い
る
の
だ
。 

 

だ
か
ら
、
き
っ
と
わ
か
る
は
ず
な
ん
だ
。 

戦
争
の
無
意
味
さ
を
。
本
当
の
平
和
を
。 

頭
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
心
で
。 

戦
力
と
い
う
愚
か
な
力
を
持
つ
こ
と
で
、 

得
ら
れ
る
平
和
な
ど
、
本
当
は
無
い
こ
と
を
。 

平
和
と
は
、
あ
た
り
前
に
生
き
る
こ
と
。 

そ
の
命
を
精
一
杯
輝
か
せ
て
生
き
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
。 

 

私
は
、
今
を
生
き
て
い
る
。 

み
ん
な
と
一
緒
に
。 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く
。 

一
日
一
日
を
大
切
に
。 

平
和
を
想
っ
て
。
平
和
を
祈
っ
て
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
未
来
は
、 

 

こ
の
瞬
間
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
未
来

は
、
今
な
ん
だ
。 

大
好
き
な
、
私
の
島
。 

誇
り
高
き
、
み
ん
な
の
島
。 

そ
し
て
、
こ
の
島
に
生
き
る
、
す
べ
て
の
命
。 

私
と
共
に
今
を
生
き
る
、
私
の
友
。
私
の
家
族
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
共
に
生
き
て
ゆ
こ
う
。 

こ
の
青
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
故
郷
か
ら
。 

真
の
平
和
を
発
進
し
よ
う
。 

一
人
一
人
が
立
ち
上
が
っ
て
、 

み
ん
な
で
未
来
を
歩
ん
で
い
こ
う
。 

 

摩
文
仁
の
丘
の
風
に
吹
か
れ
、 

私
の
命
が
鳴
っ
て
い
る
。 

過
去
と
現
在
、
未
来
の
共
鳴
。 

鎮
魂
歌
よ
届
け
。
悲
し
み
の
過
去
に
。 

命
よ
響
け
。
生
き
ゆ
く
未
来
に
。 

私
は
今
を
、
生
き
て
い
く
。 


